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広 島 市 老 連 会 報

年
頭
の
御
挨
拶

広
島
市
長

松

　井

　一

　實

　
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
に
よ
る
世
界
中
の
混
乱
か
ら
、
早
い
も
の
で
２
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
脅
威
と
不
安
で
、
様
々
な

困
難
や
体
調
不
良
を
経
験
さ
れ
た
方
も
、
多
数
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
マ
ス
ク
不
用
の
生
活
が
取
り
戻
せ
る

よ
う
に
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
早
期
実
用
化
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
私
達
が
生
き
て
い
る
現
代
社
会
は
、
過
去
に
類
を
見

な
い
程
に
そ
の
変
化
が
早
く
て
大
き
く
、
皆
様
も
色
々
と
戸
惑

い
を
感
じ
る
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
変
化
に

適
切
に
対
処
し
て
行
く
に
は
、
改
善
・
改
革
が
必
要
と
な
り
、

そ
れ
に
は
苦
労
・
苦
痛
が
伴
い
ま
す
。
意
味
の
よ
く
分
か
ら
な

い
カ
タ
カ
ナ
文
字
の
氾
濫
に
も
頭
を
悩
ま
せ
、
人
が
長
生
き
で

き
る
豊
か
な
国
に
な
っ
て
い
て
も
、
不
安
多
き
社
会
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
日
は
多
様
性
の
時
代
を
迎
え
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
人
が
生
活
し
て
い
く

上
で
、
か
け
が
え
の
な
い
基
盤
で
あ
る
地
域
社
会
の
活
性
化
に

対
し
、
私
達
高
齢
者
世
代
も
培
っ
て
来
た
経
験
を
活
か
し
、
持

て
る
力
を
発
揮
し
合
い
な
が
ら
、
お
役
に
立
っ
て
行
け
れ
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
世
代
に
と
っ
て
は
、
年
を
重
ね
る
度
に
特
に
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
事
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
健
康
に
つ
い
て
で
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
少
し

で
も
長
く
健
康
寿
命
が
延
ば
せ
る
よ
う
に
、
広
島
市
老
人
ク
ラ

ブ
で
も
健
康
増
進
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
更
に
活
動
や
情
報

提
供
の
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
て
、

年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か

に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
福
祉
行
政
は
も
と
よ
り
、
市
政
全
般
に
わ
た
り

深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
御
協
力
を
頂

き
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を

迎
え
、
医
療
・
介
護
を
含
め
た
高
齢
者
支
援
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
増
加
す
る
一
方
で
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
現
役
世
代
が
減
少

し
て
い
く
中
、
本
市
で
は
、
昨
年
２
月
に
「
第
８
期
広
島
市
高

齢
者
施
策
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
で
は
、

「
高
齢
者
一
人
一
人
が
、
い
き
い
き
と
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

住
民
が
相
互
に
支
え
合
い
行
政
が
そ
れ
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
高
齢
者
い
き
い
き
活

動
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
等
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
・
介
護
予

防
の
促
進
や
、
地
域
住
民
等
が
共
助
の
精
神
で
見
守
り
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
さ
ら
に
は
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
し
て
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に
効
果

的
か
つ
確
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
本
市
が
推
進
し
て
い
く
上
で
、
地
域
活
動

に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
御
協

力
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
年
も
、
引
き
続
き
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
一
層
の
御

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
活
躍
と
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
に
思
う

公
益
財
団
法
人
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高

　橋

　
　
　博

会

　長
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優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
東
平
塚
町
コ
ト
ブ
キ
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
中
　
　
区
）

　
皆
実
町
六
丁
目
平
和
会
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
南
　
　
区
）

　
あ
お
い
の
会
　
　 

（
安
佐
南
区
）

　
下
向
百
寿
会
　
　 

（
安
佐
南
区
）

　
鉾
取
老
人
ク
ラ
ブ 

（
安
　
芸
　
区
）

　
石
内
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
楽
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
佐
　
伯
　
区
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者
表
彰

　
山
　
本
　
良
　
廣 

（
西
　
　
区
）

　
吉
　
島
　
　
　
稔 

（
安
　
芸
　
区
）

 

永
年
勤
続
表
彰

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
七
年
以
上

　船
　
本
　
　
　
誠 

（
中
　
　
区
）

　
宇
　
多
　
一
　
志 

（
東
　
　
区
）

　
藤
　
﨑
　
定
　
男 

（
東
　
　
区
）

　
椋
　
　
　
順
　
造 

（
南
　
　
区
）

　
上
　
野
　
雅
　
弘 

（
南
　
　
区
）

　
上
　
河
　
弘
　
之 

（
南
　
　
区
）

　
江
　
畑
　
郁
　
生 

（
安
佐
北
区
）

　
竹
　
本
　
征
　
彦 

（
安
佐
北
区
）

　
伊
　
藤
　
　
　
操 

（
安
　
芸
　
区
）

　
細
　
田
　
正
　
博 

（
安
　
芸
　
区
）

　
髙
　
山
　
晃
太
郎 

（
安
　
芸
　
区
）

　
石
　
崎
　
幸
　
利 

（
安
　
芸
　
区
）

　
平
　
田
　
利
　
昭 

（
佐
　
伯
　
区
）

　
石
　
堂
　
義
　
昭 

（
佐
　
伯
　
区
）

　
岡
　
藤
　
春
　
芳 

（
佐
　
伯
　
区
）

学
区（
地
区
）老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

　
谷
　
本
　
合
　
一 

（
東
　
　
区
）

　
高
　
橋
　
　
　
博 

（
安
佐
南
区
）

　
中
　
本
　
正
　
昭 

（
安
佐
北
区
）

広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事

　
吉
　
島
　
　
　
稔 

（
安
　
芸
　
区
）

 

特
別
表
彰

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
在
任
二
十
年
以
上

　
大
　
村
　
正
　
治 

（
安
佐
南
区
）

　
野
　
田
　
義
　
雄 

（
安
佐
南
区
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰

　
堂
　
本
　
澄
　
子 

（
中
　
　
区
）

　
新
　
谷
　
聰
　
子 

（
佐
　
伯
　
区
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
仁
保
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　 

　
（
南
　
　
区
）

　
上
温
井
万
年
青
会 

（
安
佐
南
区
）

西
旭
町
老
人
ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
会

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
南
　
　
区
）

※

　
今
年
度
の
「
広
島
市
環
境
美
化

　
功
労
者
表
彰
」、及
び「
広
島
市
安

　
全
な
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰
」

　
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
表
彰
式

　
が
遅
れ
て
お
り
、
ご
紹
介
で
き
ま

　
せ
ん
で
し
た
。

広

島

市

長

彰

広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

会
　
　
長

　
　
高
橋
　
　
博

副
　
会
　
長

　
　
井
唯
　
瑞
彦
　
　
堂
本
　
澄
子

　
　
髙
畑
　
太
郎

常
務
理
事

　
　
合
木
　
啓
治

理
　
　
事

　
　
西
田
　
信
雄
　
　
児
玉
　
吾
郎

　
　
河
内
　
幸
三
　
　
村
上
　
壽
孝

　
　
木
原
　
和
子
　
　
満
田
チ
エ
コ

　
　
山
本
　
良
廣
　
　
中
村
　
寛
治

　
　
溝
広
　
好
子
　
　
吉
島
　
　
稔

　
　
畠
山
　
朝
子
　
　
清
水
　
兼
彦

監
　
　
事

　
　
上
橋
　
　
渡
　
　
伊
藤
　
　
操

評
　
議
　
員

　
　
坂
井
　
俊
二
　
　
佐
々
木
　
謇

　
　
角
田
　
寿
男
　
　
佐
藤
　
允
俊

　
　
前
川
　
信
義
　
　
大
和
　
充
子

　
　
山
田
　
眞
澄
　
　
秋
山
　
元
子

　
　
大
久
保
　
薫
　
　
新
宮
　
勝
哉

　
　
伊
井
　
　
稔
　
　
松
尾
　
治
雄

　
　
綿
谷
　
淑
子
　
　
廣
藤
　
武
士

　
　
藤
井
　
　
靖

事
　
務
　
局

　
　
合
木
　
啓
治
　
　
増
田
　
輝
治

　
　
髙
本
　
雪
乃
　
　
宮
田
　
加
代

　
　
　
　
　会
　長
　表
　彰

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　国
土
交
通
大
臣
表
彰

第
32
回「
み
ど
り
の
愛
護
」功
労
者

健
康
増
進
教
室
で
お
馴
染
み
の

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
コ
ー
チ
ズ
』が

読
売
福
祉
文
化
賞
【
高
齢
者
福

祉
部
門
】
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
　
長

　
　
高
橋
　
　
博

副
　
会
　
長

　
　
井
唯
　
瑞
彦
　
　
堂
本
　
澄
子

　
　
髙
畑
　
太
郎

常
務
理
事

　
　
合
木
　
啓
治

理
　
　
事

　
　
西
田
　
信
雄
　
　
児
玉
　
吾
郎

　
　
河
内
　
幸
三
　
　
村
上
　
壽
孝

　
　
木
原
　
和
子
　
　
満
田
チ
エ
コ

　
　
山
本
　
良
廣
　
　
中
村
　
寛
治

　
　
溝
広
　
好
子
　
　
吉
島
　
　
稔

　
　
畠
山
　
朝
子
　
　
清
水
　
兼
彦

監
　
　
事

　
　
上
橋
　
　
渡
　
　
伊
藤
　
　
操

評
　
議
　
員

　
　
坂
井
　
俊
二
　
　
佐
々
木
　
謇

　
　
角
田
　
寿
男
　
　
佐
藤
　
允
俊

　
　
前
川
　
信
義
　
　
大
和
　
充
子

　
　
山
田
　
眞
澄
　
　
秋
山
　
元
子

　
　
大
久
保
　
薫
　
　
新
宮
　
勝
哉

　
　
伊
井
　
　
稔
　
　
松
尾
　
治
雄

　
　
綿
谷
　
淑
子
　
　
廣
藤
　
武
士

　
　
藤
井
　
　
靖

事
　
務
　
局

　
　
合
木
　
啓
治
　
　
増
田
　
輝
治

　
　
髙
本
　
雪
乃
　
　
宮
田
　
加
代
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春
秋
ク
ラ
ブ

（
佐
伯
区
五
日
市
中
央
学
区
）

　
春
秋
ク
ラ
ブ
で
は
、「
支
え
合
い

の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
、
地
域
の
仲
間

づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
定
例
交
流
会
は
、
週
４

日
を
活
動
日
と
し
「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」

「
カ
ラ
オ
ケ
」「
ペ
タ
ン
ク
」
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は
昼
食
会

付
で
、
会
員
相
互
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
会
長
が
町
内
会
顧
問
を

兼
務
し
て
お
り
、
町
内
会
を
初
め
、

お
や
じ
の
会
や
こ
ど
も
育
成
会
と

の
連
携
事
業
な
ど
の
地
域
行
事
に

も
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し

た
地
域
に

根
付
い
た

活
発
な
活

動
は
、
若

手
会
員
の

加
入
に
も

つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

【
耳
よ
り
情
報
⁉ 

そ
の
２
】

　
　
４
月
に
は
、
毎
年
会
員
数
を

　
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
度

　
と
の
比
較
で
、
会
員
数
が
３
人

　
以
上
増
え
て
い
れ
ば
、
報
奨
金

（
３
千
円
〜
１
万
円
）を
贈
呈
し

　
ま
す
。

　
　
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
‼
配
偶
者
、

　
ご
近
所
さ
ん
等
、
身
近
な
方
に

　
声
掛
け
し
て
み
て
は…

。
声
が

　
掛
か
る
の
を
待
っ
て
い
る
方
が

　
い
る
か
も
？

　【
耳
よ
り
情
報
⁉ 

そ
の
３
】

　
　
市
老
連
加
入
老
人
ク
ラ
ブ
会

　
員
限
定
の
「
傷
害
保
険
」
を
ご

　
存
知
で
す
か
。

　
　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
中
だ
け
の

　
補
償
だ
と
年
５
０
０
円
か
千
円
、

　
24
時
間
補
償
で
も
年
３
５
０
０

　
円
〜
１
万
２
千
円
ま
で
、
全
６

　
タ
イ
プ
か
ら
選
べ
ま
す
。
単
位

　
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
の
加
入
に
な

　
り
ま
す
が
、
何
歳
で
も
加
入
で

　
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
　
４
月
開
始
の
申
込
み
は
、
３

　
月
15
日
必
着
な
の
で
検
討
は
、

　
お
早
目
に
！

【
問
合
せ
】
全
老
連
保
険
係

　
☎
０
３
ー
３
５
９
７
ー
８
７
７
０

　【
耳
よ
り
情
報
⁉ 

そ
の
４
】

　
　
学
区
（
地
区
）
老
連
事
業
の

　
分
担
金
申
請
は
お
済
で
す
か
？

　
　
事
業
に
よ
っ
て
限
度
額
が
違

　
い
ま
す
が
、
例
え
ば
、「
社
会
奉

　
仕
活
動
」
＝
＠
８
０
円×

学
区

　
会
員
数
。「
健
康
づ
く
り
活
動
」

　
＝
＠
１
２
０
０
円×

単
位
ク
ラ

　
ブ
数
。「
ひ
と
り
暮
ら
し
等
健
康

　
交
流
事
業
」
＝
＠
３
万
８
０
０

　
０
円
な
ど
、
学
区
（
地
区
）
の

　
活
動
を
資
金
面
か
ら
支
援
す
る

　
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　
以
前
、
学
区
（
地
区
）
会
長
に

　
送
付
し
た
資
料
を
ご
覧
い
た
だ

　
く
か
市
老
連
事
務
局
（
☎
２
０

　
７
ー
３
８
５
０
）
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
領
収
書（
レ
シ
ー
ト
）

　
の
添
付
が
必
要
で
す
が
、
令
和

　
３
年
４
月
以
前
に
支
払
わ
れ
た

　
も
の
は
無
効
で
す
。
ま
た
、
申

　
請
は
令
和
４
年
３
月
31
日
必
着

　
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

　
け
早
目
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

　
　
『
分
担
金
を
活
用
し
て
、
老

　
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
性
化
し
よ

　
う
！
』

　
こ
の
た
び
、「
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
イ
キ

イ
キ
ク
ラ
ブ
１
０
０
」（
安
佐
南

区
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
が
、

加
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
会
を
心
よ
り
歓
迎
し
、
報
奨

金
３
万
円
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

 

市
老
連
か
ら
の

　
　
　
　耳
よ
り
情
報

【
耳
よ
り
情
報
⁉ 
そ
の
１
】

　
　
訳
あ
っ
て
退
会
さ
れ
た
ク
ラ

　
ブ
の
皆
さ
ん
。
再
加
入
を
検
討

　
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
な
ら
復

　
帰
を
歓
迎
し
、
報
奨
金
１
万
円

　
を
贈
呈
し
ま
す
。
更
に
、
市
の

　
補
助
金
も
毎
年
５
千
円
が
自
動

　
加
算
さ
れ
ま
す
よ
。

　
　
年
に
一
度
の
総
会
に
向
け
ご

　
準
備
を…

。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　 『
活
動
賞
』
受
賞
ク
ラ
ブ



日
　
　
時
：
11
月
11
日
（
木
）

会
　
　
場
：
千
田
ス
ポ
ー
ツ
公
園

参
加
選
手
：
96
人

優
　
勝
　
阿
形
　
秋
治（
佐
　
伯
　
区
）

準
優
勝
　
福
田
　
政
則（
安
佐
北
区
）

３
　
位
　
大
舌
　
忠
美（
中
　
　
区
）

４
　
位
　
葭
川
　
悦
男（
南
　
　
区
）

５
　
位
　
江
藤
　
和
彦（
佐
　
伯
　
区
）

６
　
位
　
高
田
　
誠
三（
佐
　
伯
　
区
）

日
　
　
時
：
10
月
21
日
（
木
）

会
　
　
場
：
新
牛
田
公
園

参
加
選
手
：
48
チ
ー
ム
156
人

優
　
勝
　
矢
野
Ｄ【
岡
崎・田
川・蘭
】

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
安
　
芸
　
区
）

準
優
勝
　
わ
か
ば
会
　
土
居
田

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
東
　
　
区
）

３
　
位
　
馬
木
ひ
ま
わ
り
会
　
伊
坂

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
東
　
　
区
）

４
　
位
　
矢
野
Ｆ
　 

（
安
　
芸
　
区
）

（4）令和 4 年 1 月 1 日 広 島 市 老 連 会 報

ペ
タ
ン
ク
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

日
　
　
時
：
12
月
２
日
（
木
）

会
　
　
場
：
東
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
】
24
チ
ー
ム
48
人

優
　
勝
　
美
鈴
が
丘
A【
笠
井・旭
野
】

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
佐
　
伯
　
区
）

準
優
勝
　
千
田
　
　 

（
中
　
　
区
）

３
　
位
　
鈴
が
台
A 

（
西
　
　
区
）

４
　
位
　
倉
掛
A
　 

（
安
佐
北
区
）

【
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
】
24
チ
ー
ム
75
人

優
　
勝
　
己
斐
東
A

　
　
　
　 

【
藤
田・中
村・古
城
門
】

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
西
　
　
区
）

準
優
勝
　
狩
小
川
A 

（
安
佐
北
区
）

３
　
位
　
平
和
台
A 

（
安
佐
南
区
）

４
　
位
　
美
鈴
が
丘
B（
佐
　
伯
　
区
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

市
老
連
大
会

市
老
連
大
会

市
老
連
大
会



（5） 令和 4 年 1 月 1 日

　
広
島
市
立
広
島
市
民
病
院

　 

循
環
器
内
科 

部
長
　
西
岡
　
健
司

　
近
年
、
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に
伴

う
虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
や
狭

心
症
な
ど
）
の
増
加
や
高
齢
化
に
よ

る
高
血
圧
や
弁
膜
症
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
心
不
全
と
診
断
さ
れ
る
患
者

様
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
患
者
数
は

全
国
で
約
120
万
人
、
２
０
３
０
年
に

は
130
万
人
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
が
ん
の
罹
患
者
数
が
約
100
万

人
で
す
か
ら
、
心
不
全
の
患
者
さ
ん

が
い
か
に
多
い
か
が
分
か
り
ま
す
。

心
不
全
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
疾
患

（
弁
膜
症
・
虚
血
性
心
疾
患
・
高
血

圧
な
ど
）
が
た
ど
る
終
末
像
の
症
候

群
の
事
で
あ
り
、
高
齢
者
が
も
っ
と

も
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
心

臓
の
ト
ラ
ブ
ル
の
一
つ
で
す
。

　
心
不
全
を
わ
か
り
や
す
い
文
章
で

表
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
心
臓
が
悪
い
た
め
に
、
息

切
れ
や
む
く
み
が
起
こ
り
、
だ
ん
だ

ん
悪
く
な
り
、
生
命
を
縮
め
る
病
気

と
い
う
説
明
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
心
不
全
は
、
症
状
が
は

っ
き
り
現
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
症

状
が
あ
っ
て
も
、
年
齢
の
せ
い
と
思

い
込
み
、
放
置
し
て
い
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
を
と
る
と
、

体
力
が
な
く
な
り
、
坂
を
登
っ
た
だ

け
で
、「
ゼ
ィ
ゼ
ィ
」「
ハ
ァ
ハ
ァ
」

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
急
に
起
こ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
前
は

で
き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

急
に
体
力
が
落
ち
た
と
感
じ
た
り
し

た
場
合
、
心
臓
に
何
ら
か
の
異
常
が

あ
り
、
心
不
全
を
発
症
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。「
少
し
歩
い
た
だ

け
で
息
切
れ
が
す
る
」「
重
い
荷
物
を

持
っ
て
歩
け
な
く
な
っ
た
」
な
ど
、

普
通
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
大
変
に

な
っ
た
ら
、
老
化
と
片
付
け
ず
、
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

主
　
　
催
：
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

日
　
　
時
：
令
和
４
年
２
月
９
日（
水
）

会
　
　
場
：
広
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
（
広
島
市
南
区
松
原
町
五―

一
）

募
集
内
容
：

⑴
　
人
数
　
Ａ
組
（
有
段
者
）
32
人

　
　
　
　
　
Ｂ
組
（
級
位
者
）
32
人

⑵
　
参
加
費
＝
会
員
　
　
五
百
円

　
　
　
　
　
　
一
般
　
千
五
百
円

　
　

 ※

い
づ
れ
も
弁
当
代
含
む

⑶
参
加
資
格

　
　

 ※

昭
和
38
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ

試
合
方
法
：
組
別
個
人
戦
（
ス
イ
ス
式

　
　
　
　
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

表
　
　
彰
：
優
勝
、準
優
勝
、３
位
、４
位

申
込
方
法
：
出
場
組
、段
・
級
位
、住
所
、

　
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
会

　
員
は
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
の
う
え
、
郵

　
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
書
面
で
申
し
込
む
。

締
　
　
切
：
令
和
４
年
１
月
14
日
必
着

そ
　
の
　
他
：
Ａ
組
は
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
か
な
が
わ
２
０
２
２
の
予
選
を
兼
ね

　
ま
す
。

　

 　
※

囲
碁
大
会
も
同
日
開
催
し
ま
す
が

　
　
　 
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】

　
　
広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
電
　
話
（
２
０
７
）
３
８
５
０

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
０
７
）
３
８
６
０

広 島 市 老 連 会 報

『
将
棋
大
会
』

　
　
　

  

参
加
者
募
集
！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

〜
心
不
全
を
見
つ
け
て
も
ら
う

　
　
　
　
　
　

 

た
め
に
重
要
な
こ
と
〜

0120-468-800
〒731-3167 広島市安佐南区大塚西 3-2-9

オーダーメイドセカンドライフ
安全で愉しい生活を体験してみませんか

介護付きホーム（介護付有料老人ホーム）
住宅型有料老人ホーム 西風新都 お問合せ

※恐れ入りますが音声案内に従って番号②を押してください

季節の食材が楽しめます 健康サポート 温泉でゆったりリフレッシュ

自立から軽度対象、住宅型フロアが生まれ変わりました

お気軽
に

ご相談
くださ

い
！
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今年度は次の49名の皆様に祝状を贈呈しました。 
麻
　
尾
　
愛
　
子 

（
中
　
　
区
）

田
　
村
　
光
　
子 

（
中
　
　
区
）

辻
　
山
　
八
重
子 

（
中
　
　
区
）

戸
　
田
　
冨
美
子 

（
中
　
　
区
）

中
　
山
　
シ
ゲ
子 

（
中
　
　
区
）

比
羅
岡
　
久
　
恵 

（
中
　
　
区
）

森
　
原
　
清
　
香 

（
中
　
　
区
）

江
　
川
　
千
代
子 

（
東
　
　
区
）

藤
　
川
　
房
　
子 

（
東
　
　
区
）

吉
　
田
　
信
　
子 

（
東
　
　
区
）

小
　
川
　
ト
シ
子 
（
南
　
　
区
）

高
　
田
　
ミ
ヤ
コ 
（
南
　
　
区
）

中
　
附
　
正
　
春 
（
南
　
　
区
）

松
　
田
　
直
　
樹 

（
南
　
　
区
）

宮
　
田
　
ミ
ド
リ 

（
南
　
　
区
）

酒
　
井
　
文
　
子 

（
西
　
　
区
）

梶
　
山
　
郁
　
枝 

（
安
佐
南
区
）

加
　
美
　
一
　
三 

（
安
佐
南
区
）

倉
　
本
　
ミ
ツ
ヱ 

（
安
佐
南
区
）

田
　
中
　
静
　
雄 

（
安
佐
南
区
）

浜
　
崎
　
シ
ゲ
ヨ 

（
安
佐
南
区
）

藤
　
井
　
な
つ
の 

（
安
佐
南
区
）

山
　
田
　
芳
　
枝 

（
安
佐
南
区
）

川
　
北
　
正
　
輝 

（
安
佐
北
区
）

川
　
野
　
サ
ダ
コ 

（
安
佐
北
区
）

榊
　
原
　
ユ
キ
エ 

（
安
佐
北
区
）

佐
々
野
　
友
　
幸 

（
安
佐
北
区
）

角
　
田
　
　
　
悟 

（
安
佐
北
区
）

田
　
中
　
　
　
豊 

（
安
佐
北
区
）

中
髙
下
　
久
仁
治 

（
安
佐
北
区
）

中
　
野
　
カ
ヅ
子 

（
安
佐
北
区
）

長
　
原
　
　
　
悟 

（
安
佐
北
区
）

廣
　
野
　
治
　
彦 

（
安
佐
北
区
）

藤
　
川
　
良
　
美 

（
安
佐
北
区
）

森
　
澤
　
フ
ジ
ヱ 

（
安
佐
北
区
）

保
　
田
　
ス
ズ
エ 

（
安
佐
北
区
）

国
　
岡
　
　
　
定 

（
安
　
芸
　
区
）

高
　
山
　
百
合
子 

（
安
　
芸
　
区
）

夏
　
目
　
ミ
ツ
コ 

（
安
　
芸
　
区
）

海
　
部
　
ヨ
シ
エ 

（
佐
　
伯
　
区
）

君
　
原
　
シ
ス
ヱ 

（
佐
　
伯
　
区
）

砂
　
田
　
ス
ミ
エ 

（
佐
　
伯
　
区
）

髙
　
石
　
文
　
子 

（
佐
　
伯
　
区
）

寺
　
田
　
ミ
ユ
キ 

（
佐
　
伯
　
区
）

堂
　
面
　
シ
ズ
ノ 

（
佐
　
伯
　
区
）

二
井
田
　
ヒ
デ
子 

（
佐
　
伯
　
区
）

西
　
　
　
ナ
ミ
コ 

（
佐
　
伯
　
区
）

松
　
尾
　
カ
メ
ノ 

（
佐
　
伯
　
区
）

山
　
田
　
　
　
重 

（
佐
　
伯
　
区
）

広
島
市
健
康
福
祉
局
保
健
部
健
康
推
進
課

　
広
島
市
で
は
、
令
和
３
年
５
月

か
ら
住
民
へ
の
接
種
を
開
始
し
、

令
和
３
年
11
月
末
ま
で
に
、
接
種

を
希
望
す
る
人
へ
の
接
種
が
概
ね

完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
２
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
接
種
後
の
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
徐
々
に
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
が
低
下
し
て
い
く
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
12
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
追
加
接
種
は
、
２
回
目
の
接
種

か
ら
８
か
月
以
上
経
過
し
た
人
か

ら
順
次
対
象
と
な
り
、
接
種
が
可

能
と
な
る
月
の
前
月
中
に
黄
色
の

封
筒
（
左
図
参
照
）
で
接
種
券
が

届
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
２
回
目
の
接
種
を
６

月
15
日
に
受
け
た
人
は
、
８
か
月

後
の
２
月
15
日
か
ら
接
種
が
可
能

と
な
り
、
前
月
の
１
月
中
に
接
種

券
が
届
き
ま
す
。

　
追
加
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

接
種
券
が
届
い
た
ら
、
１
、
２
回

目
の
接
種
と
同
様
に
、
医
療
機
関

や
集
団
接
種
会
場
を
予
約
し
て
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
予
約
の
際
は
、
追
加
接

種
の
日
が
接
種
券
一
体
型
予
診
票

の
下
部
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る

追
加
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
時
期
以
降
の
日
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

令
和
３
年

12
月
14
日
時

点
の
情
報
で

す
。
今
後
、

接
種
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
が

変
更
と
な
る

場
合
に
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報

紙
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

接種券一体型予診票送付用封筒

見本


